文京区長　成澤 廣修　様

山の湯あるいは根津に銭湯の存続を求める要望書
　3月11日に発生した東北関東大震災(文京区内では震度5弱)のため、山の湯(文京区根津1－22－17)は煙突などが損傷し、店頭には「浴場建物の一部及び営業設備の破損により当分の間、休業します」との張り紙が掲示されています。山の湯側からは「このままでは存続が困難」との見解が伝えられています。
　仮に山の湯が廃業すると、根津、千駄木(１～4丁目)、弥生などの地域では公衆浴場がすべてなくなります。地域住民からは「この地域から銭湯がなくなると困る」「何とか山の湯の営業を続けられないか」「千駄木5丁目の鶴の湯に自転車行ってきたが、お風呂のたびに坂を登っていくのは大変」「区が寿会館の風呂を廃止したのは問題」「山の湯の存続のために行政も支援すべきではないか」といった声が上がっています。

　文京区はこうした声を受け止め、山の湯の営業継続、あるいは根津に銭湯の残すために、区としてあらゆる措置をとるよう下記の事項について要望いたします。

1 山の湯の煙突の解体撤去工事を文京区としても支援すること。
② 山の湯あるいは根津に銭湯を存続させるに必要な措置を行政として調査・実施すること。
2011年5月4日　山の湯の存続を求める地域有志一同
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署名呼びかけ人(代表)／青木晴一　文京区根津1-24-17　　永野浩二　文京区根津1-22-13
呼びかけ人／秋羽一雄(根津片町町会)、佐藤康祐(弥生一丁目町会)、角田昌子(向ヶ岡弥生町会)、

山田泉治(根津宮永町会)、藤塚俊孝(根津八重垣町会)、宮田昇(根津宮本町会)、杉山八郎(藍染町会)、

宮田泰子(根津/アカンサスアートアカデミー)、鈴木信行(根津/みのりカフェ)、山崎範子(根津/谷根千工房)
＊署名用紙は5月末日までに上記呼びかけ人または山の湯並びの｢みのりカフェ｣にお預けください。










